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地下貯水槽の漏えいに関わる本日地下貯水槽の漏えいに関わる本日(4/15)(4/15)の作業実績の作業実績

漏えい原因調査

＜ 参 考 資 料 ＞

平成25年４月15日

東京電力株式会社

覆土撤去

上部シート切断・撤去

砕石撤去

漏えい検知孔貫通部確認

雨養生

実施概要

漏えい原因の可能性が高いNo.ⅱ北東側
の漏えい検知孔貫通部の遮水シートや検
知孔の状態を目視により確認する

実施工程

砕石撤去（汚染あり）

覆土撤去（汚染なし）
遮水シート撤去

検知孔

貫通部

111098

No.2地下貯水槽調査

1918171615141312

4月

実施項目

111098

No.2地下貯水槽調査

1918171615141312

4月

実施項目

■：計画工程，■：実績工程

作業状況写真（4/13）

検知孔貫通部

スパーク試験の結果，異常は認められなかった

4/13の作業実績

 漏えい検知孔貫通部スパーク試験

今後、調査箇所の復旧を予定
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地下貯水槽からの汚染水漏えい拡散防止策地下貯水槽からの汚染水漏えい拡散防止策

実施概要
漏えい検知孔から周辺地盤への拡散防止
のため、漏えい検知孔内の汚染水を回収
し、地下貯水槽内に戻す。

保護シート

遮水シート

地 盤

コンクリート

保護土 砕石

砕石充填

地盤改良

プラスチック貯水槽

遮水シート，スペーサー

地下排水孔水位計測計

ドレーン孔

漏洩検知孔

保護シート

遮水シート

地 盤

コンクリート

保護土 砕石

砕石充填

地盤改良

プラスチック貯水槽

遮水シート，スペーサー

地下排水孔水位計測計

ドレーン孔

漏洩検知孔

移送

ベントナイトシート

作業実績
作業状況写真

4/13

（土）

4/11

（木）

4/12

（金）

南西側

北東側

No.ⅱ

4/15

（月）

4/14

（日）

4/10

（水）
検知孔箇所貯水槽

北東側

No.ⅲ

南西側

南西側

北東側

No.ⅰ

No.ⅲ貯水槽のポンプ設置状況(4/13撮影)

：孔内水の放射性物質濃度が高い検知孔

今後の実施事項
孔内水のサンプリングは、全ての検知孔（北東側･南西側）において実施

汚染水の吸上げ･移送は、孔内水の放射線物質濃度が高い検知孔において実施
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地下貯水槽
No.4

地下貯水槽
No.6

地下貯水槽
No.5

地下貯水槽
No.1

地下貯水槽
No.2

地下貯水槽
No.3

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

周辺環境への影響モニタリング周辺環境への影響モニタリング

ボーリング配置図（貯水槽近傍）

新設観測孔(22箇所)
（地下貯水槽周辺
の汚染状況の把握）

深度；約5～15m

新設観測孔(8箇所)
（海側への汚染拡大
の継続的な監視）

深度；約20～30m

：作業前

：作業中

：作業完了

[ボーリング作業状況]

A-8

A-11

A-18

5月4/28～4/21～

海側への汚染拡
大の継続的な監
視（8箇所）

地下貯水槽周辺
の汚染状況の把
握（22箇所）

6月4/14～4/10～

ボーリング A-1～A-22

ボーリング①

ボーリング④

ボーリング②③

ボーリング⑤～⑧

ボーリング③ 作業状況
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(a)
(b) (c)

地下水モニタリング結果：既設地下水モニタリング結果：既設

約800m

No.１

No.２

No.３

No.６

No.５
No.４

次頁参照

既設観測孔(7箇所)
（海側への汚染拡大
の継続的な監視）

深度；約20～30m

No.７

0 500m250m

11

22
33

44

No.1：塩素40ppm，全β ND
No.4：塩素9ppm，全β ND

No.3：塩素65ppm，全β NDNo.2：塩素16ppm，全β ND

No.a：塩素16ppm，全β ND

No.b：塩素9ppm，全β ND No.c：塩素12ppm，全β ND

測定日
No.1～4：4/10
No.a～c：4/11

全βは検出されていない。


